




















































Consideration of Childcare Activities who Connects Children and Family to the Area





































































































































































































































































































たが、現在は 24 名で 60 園（高松市内外の公私立
の保育所・こども園・幼稚園）を分担している。
約１～４ヶ所の施設で保育士・幼稚園教諭と連携
しながら、週１回、造形活動や身体表現などを行
っている。また、月１回、24 名の講師が集まり、
実践報告・発表、想いの共有をしている。芸術士
の目的は、こどもたちの無限の可能性を信じ、こ
どもたちの感性と創造力を最大限に引き出す手助
けをすることである。そして、芸術士の目を通し
て見たこと、気付いたことを保育者、保護者、さ
らに社会に伝え、こどもたちと社会を繋ぐ架け橋
になることを目標にしている。
（２） 芸術士のいる保育所の保育の特色
今回、芸術士の活動を見学した高松市の保育園
は、開園７年目で５年前から芸術活動を行ってい
る。芸術士は週１回、保育園の各クラスを回って
活動を行っている。こどもがやりたいようにする
こと、自分から作りたいと思えるような活動をす
ることを心掛けている。また、何か決まったこと
をするのではなく、こどもと芸術士自身がしたい
思ったことをするようにしている。こどもに道具
の使い方や描き方を教えることが目的ではないた
め、表現や感情の出し方を伝えることを大切にし
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ている。この園では、周囲に自然が少ないため、
保育士と相談してこどもたちが自然や四季を感じ
られるような活動をねらいとしていた。保育室内
にはこどもたちと作成した大きな木があり、枝は
天井に広げて装飾してあった。活動の材料は、芸
術士自身がこどもの頃に魅かれたものを取り入れ、
ネットショッピングで新しい素材を取り寄せて活
動に活かすこともある。道具も様々なものを使っ
ており、他のクラスでは、これまでに和紙を使っ
た「こより作り」やゼリービーズを使った絵画活
動などが行われていた。他にも、こどもたちと土
器が出土した場所を見に行ったことがきっかけで、
イメージした原始人を作る活動に発展した際は、
段ボールでこどもの型をとる製作が行われた。
見学した日の活動は、以前にこどもたちと染め
た黒や紺が混ざった色の布を指で摘み、その先を
はさみで切るところから始まった。空いた穴をの
ぞき込み、こどもたちの発言から、それらは星に
見立てられた。次に、様々な形に切ってある小さ
な画用紙に、こどもたちが自由に色を塗り、布に
貼り付けていく。他にもクラッカーの中に入って
いる紙やモールなども自由に貼り付けていった。
布に空いた無数の穴が夜空の星になり、画用紙や
モールなどが流星や惑星のように広がる作品が完
成し、園の廊下の天井に飾られた。
また、芸術士はこどもたちと接すること以外の
役割として、活動中のこどもの言葉や様子の写真
を用いた、「ドキュメント（記録）」を制作してい
る。ドキュメントとは単なるこどもたちの活動の
記録ではなく、こどもたちが社会の中で価値ある
存在であることを示し、こどもたちが創る未来の
社会を垣間見せるものとして扱われている。
（３） 芸術士のいる保育所におけるこどもを取り
巻く人的環境
芸術士の活動は、大人がこどもに指示すること
ではなく、こどもたちを見守り、励まし、豊かな
感性を育てていくことが重要だとしている。そし
て、こどもたちに関わる社会が一人ひとりの個性
を育み、感性豊かなこどもたちが育つ環境になっ
ていくと考え、活動している。また、芸術士は教
えるのではなく、伝えることを大切にしている。
活動をこどもに無理矢理させないこと、製作が同
じ物にならずに個性を発揮できることを心掛けて
いる。芸術士は気付きをあたえる存在であり、正
解を教えるのではない。その為、こどもたちに分
からないまま素材を与えることが大切である。こ
どもに関わるのは保育者だけでなく、様々な人と
出会う方が引き出しを豊富に生み出すことができ
ると考えられている。また、大人の求める結果が、
こどもたちにとっての正解とは限らないため、芸
術士は結果ではなく、過程を大切にしている。そ
して、こどもたちは何かを発見したり、感動した
りすると、それらを他者に伝えたいという気持ち
に溢れる。その時に、芸術士はこどもたちそれぞ
れの個性を尊重し、自らが考え、工夫し、伝える
力を引き出すサポートをする役割を担っている。
つまり、芸術士は、こどもを愛し、感性と創造性
の可能性を実体験として理解しているアートに通
じ、こどもと大人の境界を越えて共に交わるコミ
ュニケーション能力を有した存在である。そして
何よりも、高松市の未来に、社会の未来に貢献す
る意識を持ち、そのために自ら行動している。
７．レッジョ・エミリア市の乳児保育所と幼
児学校、東京都のまちの保育園・こども
園、高松市の芸術士のいる保育所におけ
る人的環境と連携の考察
（１） 理念における考察
活動内容が芸術分野であることは共通している
が、重要なのはその手法ではなく、こどもの個性
が十分に表現されるために大人が寄り添うコミュ
ニティづくりの実践であると感じられた。この理
念は共通しているが、各地域によって活動団体の
規模は異なっている。レッジョ・エミリア市のよ
うな市民による教育は、その土地の文化の影響が
大きい。一方、まちの保育園・こども園は日本の
保育観、こども観も大切にしながら、保育園がま
ちづくりの拠点となることで、地域住民とのまち
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ぐるみの保育を実現している。高松市では地域の
人材を活かした保育によって、独自のコミュニテ
ィが形成されている。まちの人材を保育に活かす
ことがこどもの成長につながり、まちづくりに貢
献できると考えている。つまり、こどもを中心と
したまちづくりは、こどもにとって豊かな環境を
生み出すと同時に、日本社会の豊かなまちづくり
につながっていると言える。少子高齢化社会の日
本が未来の社会を構想する際に、少数派となる弱
い立場のこどもたちにしっかりと目を向けていく
ことが、今後、求められていると言える。
（２） 保育の特色における考察
先ず、こどもがモノと豊かに「対話」できる環
境づくりが保障されている点が特色として挙げら
れる。ただ環境物が多いのではなく、こどもの創
造力を膨らませる適切な素材が選ばれている。そ
れらはこども向けの遊具ではなく、質の高い本物
の素材を使用している。自然物や人工物が豊富に
用意されていることで、こどものモノに対する興
味・関心が高まり、自ら材料や道具を選ぶことで
考える力を引き出している。その際に、活動時間
を設定せず、一斉保育や行事などを取り入れない
ことで、こどもが自分のペースで活動に集中し、
モノと「対話」できるように配慮している。こど
もはモノとの出会いの中で様々な感情を抱き、そ
の心の動きを言語や非言語によって表現する。そ
の内面の表出に、大人が丁寧に時間をかけて向き
合い、こどもたちが伝え合って協働していく活動
をサポートしていくことに保育の意義があると考
えられる。
次に、出来栄えや結果を評価するのではなく、
こどもがモノと「対話」する中で学び、気付き、
表現したプロセスを全体で認め合う点である。活
動の過程は一瞬であり、常に変化していくため、
大人が写真や説明文などを使った視聴覚的な方法
で記録・展示し、保護者や地域住民と共有するこ
とによって学びの共同体がつくられていくこと
に「ドキュメンテーション」の意義があると考え
られる。このドキュメンテーションや保育の理念
に関する説明による共有が丁寧に行われることで、
保護者の理解が得られている。
（３） こどもを取り巻く人的環境の考察
先ず、こどもがヒトと豊かに出会えるコミュニ
ティを構成している点が挙げられる。大人はこど
もに教えるのではなく、こどもの主体的な活動を
見守り、探究する楽しさを共感し、こどもが表現
して伝え合うことをサポートする立場であること
を重視している。
こどもに関わるのは保育者だけでなく、様々な
人と出会う体験が大切だと考えられる。こどもた
ちの様々な表現活動を読み取り、サポートする
「コミュニティコーディネーター」や「芸術士」
といった、保育者と協力しながら保育活動をサポ
ートできる雇用と連携体制が整っていることが豊
かな人的環境を生み出していると考えられる。ま
た、実践を教育研究と結びつけて保育者と保護者
の連携を築く「ペタゴジスタ」は、日本では教育
機関の研究者に当てはまるが、レッジョ・エミリ
ア市のように研究者が複数園を統括して受け持ち、
保護者支援も行うような体制は、日本では実践さ
れていない。また、現状では保育者だけで地域と
のつながりを築いていくことは困難である。まち
の保育園・こども園のようなまちと園をつなぐコ
ミュニティコーディネーターの職員や、芸術士と
園を調整する NPO 法人アーキペラゴのような団
体の存在が必要である。そして、園の環境と空間
を活かした地域と園をつなぐコミュニティスペー
スを確保することも、こどもを取り巻く人的環境
を豊かにすると考えられる。
８．こどもを取り巻く人的環境をつなぐプロ
ジェクト立案の授業展開
本学の 2018 年度前期に開講された２年生を対
象とした「こども学」の授業において、現代の保
育課題であるこどもの貧困、子育て家庭の孤立化、
地域関係の希薄化などをテーマとした講義を行っ
た。学生たちは小グループに分かれ、テーマに関
する新聞記事を読んで調べ学習をしていき、対
－29－
奥　　恵：こどもと家庭を地域につなぐ保育の考察
策や考察についてスライド発表を行った。その
後、授業でレッジョ・エミリア・アプローチの
DVD 視聴、まちの保育園・こども園の保育の取
り組み、芸術士のいる保育所の活動について紹介
した。そして、学生たちがグループでこどもを取
り巻く家庭と保育現場、地域をつなぐプロジェク
トを立案し、スライド発表を行うことにした。学
生たちは、これまで一斉保育の指導案を計画する
経験はあったが、家庭や地域とのつながりを意識
した保育や長期的な視点で計画を立てたことはな
かった。その為、当初は保育者主導の活動になっ
ていることや、その場限りの交流会になっている
内容もあったが、教員との話し合いを繰り返す中
で、企画の背景、目的、コンセプト、実施案、対
象、協力団体、スケジュール、予算などを具体的
に考えていけるようになった。指導する上で重視
した点は、こどもの主体的な活動になっているか、
こどもだけでなく家庭や地域住民、保育者にとっ
ても無理がなく楽しさが共有できる内容であるか、
イベント当日の為の計画ではなく、ヒトやモノと
の出会いや過程を大切にし、イベント後も継続的
なつながりが生まれる計画になっているかなどで
ある。発表された内容には、こどもが地元にある
身近な仕事を体験することで、地域住民との交流
を図り、地元愛を深めるプロジェクトなどがあっ
た。具体的には、地元の商店街などで仕事を体験
した後、こどもたちでそれらのお店を製作し、保
護者や地域住民を園に招く案である。また、こど
もたちが地域を探索し、身近な生き物を発見・撮
影することで、仲間と協力することや探求心を育
むプロジェクトもあった。具体的には、こどもた
ちがグループに分かれ、地域の生き物に詳しい住
民や保育者と一緒に身近な生き物を発見して写真
に撮り、アルバム制作を行う案である。独創的だ
ったのは、本学の図書館を利用し、学生とこども
で考案した理想の図書館を作るプロジェクトであ
る。具体的には、図書館内に地域のこどもたちと
一緒にキッズスペースを作ることや、こどもも利
用したくなる本や設備の提案、こども向けの司書
体験イベント、地域の人材を活かした絵本・読み
聞かせイベントを定期的に行うことなどが計画さ
れていた。その他にも、農家でのどろんこ遊びと
田植え体験から収穫後のおにぎりパーティーを行
うまでの１年間に及ぶ長期的なプロジェクトも発
表された。これらのこどもや家庭と地域をつなぐ
プロジェクトを立案できたのは、こどもを取り巻
く人的環境の課題を学生たちが主体的に学び、こ
どもを取り巻く家庭や地域と連携する保育の必要
性を実感し、具体的なまちの保育園・こども園や
芸術士のいる保育所の取り組みを学んだからだと
考えられる。
９．おわりに
本研究では、こどもを取り巻く人的環境の連携
の意義と具体的な活動方法をレッジョ・エミリア
市の乳児保育所と幼児学校、東京都のまちの保育
園・こども園、高松市の芸術士のいる保育所の取
り組みから考察し、授業の展開を検討することを
目的とした。
これらの活動の理念と特色、人的環境を文献や
見学から考察した結果、専門性の高い人材から知
識や技術をこどもに教えることを目的とするので
はなく、こどもの内側から湧き上がる創造性を引
き出し、主体的で豊かな表現活動の中で、こども
の言葉や表現から想いを汲み取り、記録・共有し
ていくことをサポートする豊かなコミュニティづ
くりの実践であることが理解できた。また、専門
家と保育者が共同することで、質の高い保育を保
障できる。その為には、地域の専門家との関係を
築くこと、専門性を保育へ展開するために保育者
が協力すること、継続的に活動を維持していくこ
とが必要になると考えられる。こどもを中心とし
て、それぞれの地域に即した人的環境をつないで
いくことが、これからの保育の重要な視点になっ
ていくと考えられる。未来の保育を担う養成校の
学生においても、このような活動を学び、共感し
ていくことが必要になるだろう。今年度は、研究
と並行して授業での取り組みの紹介と学生による
プロジェクト保育の立案を実践した為、理念や特
－30－
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色に関する説明が不十分であった。今後の課題と
しては、第一に現代の社会の変化に伴うこどもを
取り巻く人的環境の課題について、学生が主体的
に学ぶ中で保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼
保連携型認定こども園教育・保育要領の改定との
つながりも理解できるように展開することである。
第二に、こどもを取り巻く家庭や地域などの連携
に取り組んでいる保育実践を引き続き研究し、講
義に活かすことで学生の学びの理解度や意識の向
上などに効果があるかを調査することである。第
三に、こどもを取り巻く人的環境の一つとして、
大学の環境や学生、教員がどのように保育現場や
家庭・地域と連携していくかを検討していくこと
である。今回の「こども学」のような授業を通し
て興味・関心を持った学生がボランティアとして
保育に参加する中で、こどもの興味・関心がどの
ように生まれ、主体的な保育に展開されていくの
かを定期的に観察・記録し、大学で発表を行うこ
とができれば、これらの質の高い保育を学ぶアク
ティブ・ラーニングの一つとなるのではないだろ
うか。そして、今後、こどもを中心としたまちづ
くりが全ての人にとって幸福な環境の実現となる
ことが共有され、それぞれの地域の特性を活かし
た連携とその活動をサポートする専門的な人材の
配置が進むような働きかけを検討していきたい。
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